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柔　　道　　

̍ 作੒ʹ͋ͨͬͯ

　武道は、武技、武術などから発生した我が国固有の文化であり、相手の動きに応じて、基本動

作や基本となる技を身に付け、相手を攻撃したり相手の技を防御したりすることによって、勝敗

を競い合う楽しさや喜びを味わうことができる運動である。さらには、武道に積極的に取り組む

ことを通して、武道の伝統的な考え方を理解し、相手を尊重して練習や試合ができるようにする

ことを重視する運動である。

　文部科学省では、平成 20（2008）年 3 月 28 日に中学校学習指導要領の改訂を告示し、新学

習指導要領では中学校保健体育において、以上のような特性を有する武道、あるいはダンスを含

めたすべての領域を必修とすることとしたことは周知の通りである。現在は、平成 24 年度完全

実施から既に 5 年の月日が経過し、各中学校での武道単元の平均的な時数実態も、1 学年、2 学

年でそれぞれ８〜 10 時間が充てられていることが明らかとなっている。

　そこで、ここでは第１学年 10 時間分（must）の武道・柔道授業における指導内容と指導計画

を記載する。

指導計画２章
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ᾇ　Ͳの࣌ؒʹ͓͍ͯ΋ɺֶ शશମのݟ௨͠Λࣔ͠ɺʮ͢΂͖͜ͱʯʮͯ͠͸͍けͳ͍͜ͱʯΛపఈ͢Δɻ

ᾈ　柔道のಛੑɺྺ࢙ɺྱ๏ɾࢼ߹のҙٛɾҙຯͳͲΛΘ͔Γ΍͘͢આ໌͠ɺ柔道ΛतۀͰ͏ߦҙٛ

Λཧղͤ͞ɺֶश΁のಋೖɾ動ͮػけͱ͢Δɻ

ᾉ　౤͛技の基本動作ɿ࢟੎ɺ૊Έํɺਐୀ動作ɺମ͞͹͖ɺ受け身ɻ

　＊受け身：後ろ受け身　→　横受け身　→　横転受け身　（→前回り受け身）

　＊技への導入の第一段階として、相対的な受け身の活用。

＊特に受け身については、単独〜相対へ、低〜高へ、易〜難へ、静〜動へバリエーションを工夫し、

毎時間反復練習する。

　＊崩し、体さばきを利用して、膝車、支え釣り込み足などの理合いを体得。

　＊受けの協力、約束の中で体落とし、大腰の理合いを体得。

　＊取りは、引き手を離さないこと、受けは基本姿勢を崩さないこと。

　＊学習が進めば進むほど、「初期授業での基本動作の確実な獲得」が、その効率化に寄与する。

ᾊ　౤͛技のशಘɿකंɺମམͱ͠ɺେࠊɻ

　＊練習法：かかり練習、約束練習、自由練習。

　＊既習技を利用した連絡・変化技。

ᾋ　ݻΊ技の基本動作ɿ࢟੎ɺܸ߈ɺ๷ޚɺ߈Ίํɺฦ͠ํɻ

　＊自由な発想で考えさせる、発見させる。

ᾌ　཈͑技のशಘɿけ͞ݻΊɺԣ࢛ํݻΊɺ্࢛ํݻΊɻ

　＊練習法：かかり練習、約束練習、自由練習。

ᾍ　֤छࢼ߹の࣮ࢪɻ

　＊抑え技の簡易試合の実施と、それに伴う審判法の学習。

＊「柔道衣の着方」「姿勢」「礼の仕方」などの試し合い、「受け身」や「技」の試し合い、「既習した

固め技」の試し合いなど、様々な試合が考えられる。

ᾎ　·ͱΊɿൃදձɾςετʲ૬ޓධՁɺࣗݾධՁ ɻr

　＊次の段階への課題を明確にする。

２ষ　指導ܭը

　��࣌ؒ෼の୯ܭݩըͰऔΓ্͛ͨ಺༰ͱͶΒ͍ʢཹҙ఺ʣ

̎ ୯ܭݩըの಺༰ͱͶΒ͍
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柔　　道　　

͸͡Ίのஈ֊ ·ͱΊのஈ֊基本動作 ʙରਓ技ೳの֫ಘஈ֊

தֶߍୈֶ̍೥における ��࣌ؒ෼のॊಓࢦಋ಺༰ʢ.VTU

�࣌ؒ � � � � � � � � ��

͸͡Ί
柔道のಛੑɺྺ࢙ɺྱ๏ɺࢼ߹のҙٛɾ
ҙຯͳͲΛΘ͔Γқ͘આ໌͠ɺ柔道Λ
तۀͰ͏ߦҙٛΛཧղͤ͞ɺֶश΁の
ಋೖɾ動ͮػけͱ͢Δ

·ͱΊɿൃදձ
ʲ૬ޓධՁɺࣗݾ
ධՁ 　r　　　　
࣍のஈ֊΁の՝
୊Λ໌֬ʹ͢Δ

཈͑技の؆қࢼ
߹の࣮ࢪͱɺͦ
Εʹ൐͏৹൑๏
のֶश

�तのϙΠϯτڭ
ࣗ༝ͳൃ૝Ͱͤ͑͞ߟΔɺൃͤ͞ݟΔ
ΛҭΉߟࢥ๷͸ɺ࿦ཧతͳ߈
ิॿӡ動ͱの࿈ܞΛॏࢹ

�तのϙΠϯτڭ
஌ࣝڭतʙ࣮技Λͱ͓ͯ͠ఆண
ڙのఏ֮ײ ʮɣΘ͔ΔʯʙʮͰ͖Δʯ
୯ಠ動作ʙ૬ର動作の׆༻

のྫڙఏ֮ײ
҆શʹస͕Δͱ͍͏֮ײ�
౤͛Δͱ͍͏֮ײ�
౤͛ΒΕΔͱ͍͏֮ײ�

基本஌ࣝ

ˑྱ๏
ˑྺ࢙
ˑಛੑ
ˑ柔道ҥの�ѻ͍ํ

%7%΍ɺϏσΦࡐڭͳͲのར༻

श技Λར༻ͨ͠࿈བྷɾมԽ技ط

කं

ˑֶशशಘঢ়گΛצɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹҊͯ͠ ແཧΛͤ͞ͳ͍

୯ಠ࿅शʙ૬ର࿅शɺطश技のΈのɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࣗ༝࿅श΁

け͞ݻΊ

ԣ࢛ํݻΊ

Ίݻํ্࢛

ମམと͠

େࠊ

Ίํɺฦ͠ํ߈ɺޚɺ๷ܸ߈Ί技の基本動作ɿ࢟੎ɺݻ

ʮ柔道ҥのணํʯʮ࢟੎ʯʮྱのํ࢓ʯͳͲの͠ࢼ߹͍ɺʮ受け身ʯ΍ʮ技ʯの͠ࢼ߹͍ɺʮطश　　　　　　　　　　ͨ͠ݻΊ技ʯの͠ࢼ߹͍ͳͲɺ༷ ʑͳ͑ߟ͕߹ࢼΒΕΔɿద࣮ٓࢪ

ಛʹ受け身ʹ͍ͭͯ͸ɺ୯ಠʙ૬ର΁ɺ௿ʙߴ΁ɺқʙ೉΁ɺ੩ʙ動΁όϦΤʔγϣϯΛ　　　　　　　　　　޻෉͠ɺຖ࣌ؒ൓෮࿅श͢Δ

ֶश͕ਐΊ͹ਐΉ΄ͲɺʮॳظतۀͰの基本動作の࣮֬ͳ֫ಘʯ͕ ɺͦ のޮ཰Խʹد༩͢Δ

Ͳの࣌ؒʹ͓͍ͯ΋ɺֶ शશମのݟ௨͠Λࣔ͠ɺʮ͢΂͖͜ͱʯʮͯ͠͸͍けͳ͍͜ͱʯΛపఈ͢Δ

౤͛技の基本動作ɿ࢟੎ɺ૊Έํɺਐୀ動作ɺମ͞͹͖ɺ受け身

受け身ɿޙΖ受け身ˠԣ受け身ˠԣస受け身

ˑ技΁のಋೖのୈ̍ஈ֊ͱͯ͠ɺ૬ରతͳ受け身Λ׆༻͢Δ
ˑ่͠ɺମ͞͹͖Λར༻ͯ͠ɺකंɺ͑ࢧ௼ΓࠐΈ଍ͳͲのཧ߹͍　　　　　　　　　　Λମಘ
ˑ受のྗڠɺ໿ଋのதͰମམͱ͠ɺେࠊのཧ߹͍Λମಘ

ˑऔΓ͸ɺҾ͖ख
　Λ཭͞ͳ͍͜ͱ
ˑ受け͸基本࢟੎
　Λ่͞ͳ͍ ͱ͜

͔͔Γ࿅श ໿ଋ࿅श ࣗ༝࿅श
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͸͡Ίのஈ֊ ·ͱΊのஈ֊基本動作 ʙରਓ技ೳの֫ಘஈ֊
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ҙຯͳͲΛΘ͔Γқ͘આ໌͠ɺ柔道Λ
तۀͰ͏ߦҙٛΛཧղͤ͞ɺֶश΁の
ಋೖɾ動ͮػけͱ͢Δ
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කं

ˑֶशशಘঢ়گΛצɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹҊͯ͠ ແཧΛͤ͞ͳ͍

୯ಠ࿅शʙ૬ର࿅शɺطश技のΈのɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࣗ༝࿅श΁

け͞ݻΊ

ԣ࢛ํݻΊ
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ମམと͠
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Ίํɺฦ͠ํ߈ɺޚɺ๷ܸ߈Ί技の基本動作ɿ࢟੎ɺݻ
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ಛʹ受け身ʹ͍ͭͯ͸ɺ୯ಠʙ૬ର΁ɺ௿ʙߴ΁ɺқʙ೉΁ɺ੩ʙ動΁όϦΤʔγϣϯΛ　　　　　　　　　　޻෉͠ɺຖ࣌ؒ൓෮࿅श͢Δ

ֶश͕ਐΊ͹ਐΉ΄ͲɺʮॳظतۀͰの基本動作の࣮֬ͳ֫ಘʯ͕ ɺͦ のޮ཰Խʹد༩͢Δ

Ͳの࣌ؒʹ͓͍ͯ΋ɺֶ शશମのݟ௨͠Λࣔ͠ɺʮ͢΂͖͜ͱʯʮͯ͠͸͍けͳ͍͜ͱʯΛపఈ͢Δ

౤͛技の基本動作ɿ࢟੎ɺ૊Έํɺਐୀ動作ɺମ͞͹͖ɺ受け身

受け身ɿޙΖ受け身ˠԣ受け身ˠԣస受け身

ˑ技΁のಋೖのୈ̍ஈ֊ͱͯ͠ɺ૬ରతͳ受け身Λ׆༻͢Δ
ˑ่͠ɺମ͞͹͖Λར༻ͯ͠ɺකंɺ͑ࢧ௼ΓࠐΈ଍ͳͲのཧ߹͍　　　　　　　　　　Λମಘ
ˑ受のྗڠɺ໿ଋのதͰମམͱ͠ɺେࠊのཧ߹͍Λମಘ

ˑऔΓ͸ɺҾ͖ख
　Λ཭͞ͳ͍͜ͱ
ˑ受け͸基本࢟੎
　Λ่͞ͳ͍ ͱ͜

͔͔Γ࿅श ໿ଋ࿅श ࣗ༝࿅श

２ষ　指導ܭը




